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食の安全と食の安全と
リスクコミュニケーションリスクコミュニケーション

食の安全を県民の安心に繋げるために食の安全を県民の安心に繋げるために

平成１７年１０月１７日平成１７年１０月１７日

熊本県環境生活部食の安全・消費生活課熊本県環境生活部食の安全・消費生活課

本県の食の安全施策の経緯本県の食の安全施策の経緯

•• １４年１４年
１０月１０月 熊本県食の安全対策会議を設置熊本県食の安全対策会議を設置

１１月１１月 熊本県食の安全対策懇話会を設置熊本県食の安全対策懇話会を設置

•• １５年１５年
３月３月 「くまもと食の安全安心のための基本方針」「くまもと食の安全安心のための基本方針」

を策定を策定

４月４月 環境生活部に食の安全・消費生活課を設置環境生活部に食の安全・消費生活課を設置

８月８月 くまもと食の安全県民会議を設立くまもと食の安全県民会議を設立

•• １７年１７年
４月４月 熊本県食の安全安心推進条例施行熊本県食の安全安心推進条例施行
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くまもと食の安全安心のための基本方くまもと食の安全安心のための基本方
針針

•• 「食は生命と健康の基本」「食は生命と健康の基本」

•• 基本的な考え方基本的な考え方

（１）循環型社会の視点（１）循環型社会の視点

（２）消費者の安心の視点（２）消費者の安心の視点

（３）パートナーシップの視点（３）パートナーシップの視点

•• 行政食品関連事業者、消費者それぞれの役割行政食品関連事業者、消費者それぞれの役割

•• 施策の体系と推進方向施策の体系と推進方向

くまもと食の安全県民会議くまもと食の安全県民会議

●構成●構成 県内２７の食品関連事業者団体県内２７の食品関連事業者団体
及び消費者団体と４人の学識経験者及び消費者団体と４人の学識経験者

●特徴●特徴 パートナーシップパートナーシップ
自らの役割を認識し、それぞれの立場に自らの役割を認識し、それぞれの立場に
応じた取組を行うとともに、お互いの考え応じた取組を行うとともに、お互いの考え
や取組を理解し合い、連携・協働することや取組を理解し合い、連携・協働すること
が重要。が重要。
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くまもと食の安全県民会議の取組くまもと食の安全県民会議の取組

•• くまもと食の安全安心フォーラムくまもと食の安全安心フォーラム

１６年から毎年１月末に開催１６年から毎年１月末に開催

熊本県立大学と共催（会場も同大学）熊本県立大学と共催（会場も同大学）

１６年１６年 アクションプログラムの採択アクションプログラムの採択

１７年１７年 取り組み状況の報告取り組み状況の報告

１８年１８年 ？？
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平成平成1515年度年度 くまもと食の安全安心くまもと食の安全安心
フォーラムフォーラム(H16.1.31)(H16.1.31)
•• 第４第４ 内容内容

１１ 基調講演（１０：３５～１１：４５）基調講演（１０：３５～１１：４５）
内閣府食品安全委員会委員内閣府食品安全委員会委員 坂本元子坂本元子
テーマ：「国民に信頼される食品安全行政に向けて」テーマ：「国民に信頼される食品安全行政に向けて」

•• ２２ 教育講演教育講演
（１）第１分科会（１）第１分科会
徳島大学徳島大学 関澤関澤 純純 氏氏
テーマ：「食のリスクとは何か」テーマ：「食のリスクとは何か」

（２）第２分科会（２）第２分科会
財団法人財団法人 日本冷凍食品検査協会日本冷凍食品検査協会 野口野口 玉雄玉雄 氏氏
テーマ：「輸入食品（魚介類）の安全性」テーマ：「輸入食品（魚介類）の安全性」

（３）第３分科会（３）第３分科会
内閣府食品安全委員会委員、和洋女子大学内閣府食品安全委員会委員、和洋女子大学 坂本坂本 元子元子 氏氏
テーマ：「食育から見た栄養と健康」テーマ：「食育から見た栄養と健康」

（４）第４分科会（４）第４分科会
独立行政法人独立行政法人 農林水産消費技術センタ－農林水産消費技術センタ－ 門司センタ－門司センタ－
テーマ：「食品表示制度について」テーマ：「食品表示制度について」 國政國政 晋朗晋朗 氏氏

平成平成1616年度年度 くまもと食の安全安心くまもと食の安全安心
フォーラムフォーラム(H17.1.29)(H17.1.29)
•• ４４ 内内 容：容：

（１）基調講演（１）基調講演
テーマ：「食の安全と安心」テーマ：「食の安全と安心」
講講 師：菅野道廣（くまもと食の安全県民会議会長）師：菅野道廣（くまもと食の安全県民会議会長）

（２）パネルディスカッション（２）パネルディスカッション
テーマ：「食の安全安心」への私たちの取り組みテーマ：「食の安全安心」への私たちの取り組み
◎コーディネーター◎コーディネーター 有薗有薗 幸司幸司 氏（熊本県立大学環境共生学部教授）氏（熊本県立大学環境共生学部教授）
◎ディスカションリーダー◎ディスカションリーダー 関沢関沢 純純 氏（徳島大学総合科学部教授）氏（徳島大学総合科学部教授）

◎コメンテーター◎コメンテーター 坂本坂本 元子元子 氏（内閣府食品安全委員会委員）氏（内閣府食品安全委員会委員）
〃〃 菅野菅野 道廣道廣 氏（元熊本県立大学長）氏（元熊本県立大学長）
〃〃 平野平野 有益有益 氏（熊本日日新聞社氏（熊本日日新聞社 論説委員）論説委員）

◎パネリスト◎パネリスト 鎹鎹 吉吉 氏（社団法人氏（社団法人 熊本県栄養士会）熊本県栄養士会）
〃〃 嶋田嶋田 誠誠 氏（生活協同組合氏（生活協同組合 水光社）水光社）
〃〃 山田山田 弥生弥生 氏（熊本県食生活改善推進員連絡協議会）氏（熊本県食生活改善推進員連絡協議会）
〃〃 池田池田 英喜英喜 氏（熊本県農業協同組合中央会）氏（熊本県農業協同組合中央会）
〃〃 古池古池 規行規行 氏（熊本県養殖漁業協同組合）氏（熊本県養殖漁業協同組合）
〃〃 氏森氏森 一憲一憲 氏（社団法人氏（社団法人 熊本県食品衛生協会）熊本県食品衛生協会）
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各団体相互のコミュニケーションを目指して各団体相互のコミュニケーションを目指して
（取組のパネル展示）（取組のパネル展示）

熊本アクションプログラム熊本アクションプログラム

•• 食の安全、安心に関するＱ＆Ａを完成させ、食の安全、安心に関するＱ＆Ａを完成させ、
生産者版、消費者版、児童・生徒版Ｑ＆Ａの生産者版、消費者版、児童・生徒版Ｑ＆Ａの
作成作成

•• 安全・安心な食品を消費者に提供できるよう安全・安心な食品を消費者に提供できるよう
な仕組みづくりを行うな仕組みづくりを行う

•• 地域活動をベースにしたﾈｯﾄﾜｰｸの構築をめ地域活動をベースにしたﾈｯﾄﾜｰｸの構築をめ
ざし意見交換・情報交換を行うざし意見交換・情報交換を行う
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食の安全安心Ｑ＆Ａ食の安全安心Ｑ＆Ａ

•• 県民会議各構成団体からＱを募集県民会議各構成団体からＱを募集

•• 県と県立大学環境共生学部有薗研究室でＡ県と県立大学環境共生学部有薗研究室でＡ
を作成を作成

•• 各団体に配布、研修会や大学の講座で活用各団体に配布、研修会や大学の講座で活用

くらしに役立つ食の安全安心Ｑ＆Ａくらしに役立つ食の安全安心Ｑ＆Ａ

項項 目目

•• 輸入食品に関すること輸入食品に関すること ・・・１３・・・１３

•• 食品の表示に関すること食品の表示に関すること ・・・２４・・・２４

•• 農薬に関すること農薬に関すること ・・・１８・・・１８

•• 食品添加物に関すること食品添加物に関すること ・・・・・・ ６６

•• 遺伝子組換え食品に関すること遺伝子組換え食品に関すること ・・・・・・ ５５

•• 地産地消に関すること地産地消に関すること ・・・１０・・・１０

•• 食の安全安心に関すること食の安全安心に関すること ・・・１３・・・１３

•• 相互交流（学習）に関すること相互交流（学習）に関すること ・・・・・・ １１

•• その他食品に関することその他食品に関すること ・・・２２・・・２２
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くらしに役立つ食の安全安心Ｑ＆Ａくらしに役立つ食の安全安心Ｑ＆Ａ

Ｑ＆Ａとチャレンジ食博士テストＱ＆Ａとチャレンジ食博士テスト
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食育ドリルチャレンジ食博士テスト食育ドリルチャレンジ食博士テスト
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高病原性鳥インフルエンザ・高病原性鳥インフルエンザ・
牛海綿状脳症（ＢＳＥ）牛海綿状脳症（ＢＳＥ） への対応への対応

•• １６年２月１７日１６年２月１７日

大分県で高病原性鳥インフルエンザ発生。大分県で高病原性鳥インフルエンザ発生。
阿蘇郡の一部が移動制限区域に指定阿蘇郡の一部が移動制限区域に指定

•• １６年９月１３日１６年９月１３日

本県で初めてとなる牛海綿状脳症（ＢＳＥ）本県で初めてとなる牛海綿状脳症（ＢＳＥ）
感染牛が確認感染牛が確認

高病原性鳥インフルエンザ高病原性鳥インフルエンザ
説明会開催説明会開催
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迅速な食の安全対策会議開催迅速な食の安全対策会議開催
BSEBSE陽性確定直後の開催陽性確定直後の開催 ２１：３０２１：３０

総合相談窓口の設置総合相談窓口の設置

相談内容から相談内容から

「牛肉」より「牛乳」への不安が大きいことを「牛肉」より「牛乳」への不安が大きいことを

確認確認

↓↓

９月定例県議会９月定例県議会

牛乳の安全性を強調した答弁牛乳の安全性を強調した答弁
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隣県・市町村との情報の共有隣県・市町村との情報の共有

••食の安全安心市町村食の安全安心市町村

メールネットワークメールネットワーク

••九州・山口地域九州・山口地域

食の安全安心行政ネットワーク食の安全安心行政ネットワーク

九州・山口地域九州・山口地域
食の安全安心行政ネットワーク食の安全安心行政ネットワーク

•• 九州・山口地方知事会で研究会設置九州・山口地方知事会で研究会設置

•• 食に関する危機発生時の情報共有と連携したメッ食に関する危機発生時の情報共有と連携したメッ
セージの発信を目的セージの発信を目的

•• 食の安全に関する総合窓口の明確化食の安全に関する総合窓口の明確化

•• 情報伝達責任者を通じた連絡網の整備情報伝達責任者を通じた連絡網の整備

•• マニュアルを作成し情報共有のルール化マニュアルを作成し情報共有のルール化

•• 今年６月知事会で報告、８月ネットワーク設置今年６月知事会で報告、８月ネットワーク設置
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わかったことわかったこと

•• 行政が信頼されて初めて、行政情報を信じて行政が信頼されて初めて、行政情報を信じて
もらえるもらえる

•• 県民の声に耳を傾け、求める情報を迅速か県民の声に耳を傾け、求める情報を迅速か
つ分かり易く伝えることが必要つ分かり易く伝えることが必要

•• 知事は、トップメッセンジャー！知事は、トップメッセンジャー！

今後の課題今後の課題

•• 食の安全性に不安がある県民過去３年で初食の安全性に不安がある県民過去３年で初
めて７割を下回る（今年２月）めて７割を下回る（今年２月）

•• 食の安全に向けた取組は、それぞれが一生食の安全に向けた取組は、それぞれが一生
懸命行っている。懸命行っている。

•• それを伝える努力も必要それを伝える努力も必要

例：食品関連事業者向け行動規範策定セミナー例：食品関連事業者向け行動規範策定セミナー

•• 情報提供の仕組みについて検討が必要情報提供の仕組みについて検討が必要
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食品関連事業者向け行動規範策定セミナー食品関連事業者向け行動規範策定セミナー

本県の今後の取組本県の今後の取組
～食の安全が県民の安心につながるために～～食の安全が県民の安心につながるために～

•• 生産から流通に至る一貫した全国でもトップ生産から流通に至る一貫した全国でもトップ
レベルの検査体制の整備：１８年度本格稼働レベルの検査体制の整備：１８年度本格稼働

→→ 検査結果の公表のあり方検討検査結果の公表のあり方検討

•• 食の安全安心推進計画策定：本年度中食の安全安心推進計画策定：本年度中

→→ 情報の共有と連携を重点に情報の共有と連携を重点に
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食の安全とリスクコミュニケーション食の安全とリスクコミュニケーション
食の安全を県民の安心に繋げるために食の安全を県民の安心に繋げるために

ご静聴ありがとうございました。ご静聴ありがとうございました。

終終


